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４ 図１のように，長方形Ａ Ｂ Ｃ Ｄにおいて，辺ＡＢの長さが 2m，辺ＡＤの長さが 1m
エービーシーディー

です。この長方形の内側に点 Ｐ を， 4 つの三角形ＰＡＢ，ＰＢＣ，ＰＣＤ，ＰＤＡ
ピー

の面積がすべて異なるようにとります。4 つの三角形を，面積の小さい順に○ア ，○イ ，
こと

○ウ ，○エ としたところ，三角形ＰＡＢが○ア となり，○ア と○イ ，○イ と○ウ ，○ウ と○エ

の面積の差がすべて等しくなりました。次の問いに答えなさい。
’ ’ ’ ’ ’ ’ ’

(1) ○ア の面積が m ２とき，○エ の面積を求めなさい。

(2) 点Ｐが図２の位置にあるとき，三角形ＰＤＡが○イ です。また，図２で，点 Ｑ は
キユー

辺ＡＤと上，点 Ｒ は直線ＰＱ上にあり，ＰＱとＡＤは垂直です。さらに斜線で示
アール しや せん

した図形ＤＲＡＰの面積は，○ア と○イ の面積の差に等しく， m ２です。

このとき，ＱＲの長さを求めなさい。
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(3) 点Ｐとして考えられるすべての位置を回答欄の長方形ＡＢＣＤの内側にかきなさ

い。ただし，○ア ，○イ ，○ウ ，○エ の面積はすべて異なるので，図３の点線部分は

答えにふくまれません。

Ａ Ｂ

ＣＤ図３
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４

(1) 右図で△ＰＡＢの

面積＋△ＰＣＤの面積

＝△ＰＡＤの面積＋

△ＰＢＣの面積

＝(2 × 1)×

＝ 1m２ で，

△ＰＡＢが面積最大

の○ア なので，

面積が最小の三角形は△ＰＣＤでこれが○エ 。

よって，○エ の面積は 1 － ＝ m２ です。

(2) ○ア と○イ の面積の差は

斜線部分の面積の m２

に等しいので，

○ア の面積と○エ の面積の

差は × 3 ＝ m２ 。

また，○ア と○エ の面積の和は

1mm２ なので，○ア の

面積は

和差算から ＝ m２。よって，○イ の面積は m２ なので，

△ＡＤＲの面積は m２ 。したがって，1 ×ＱＲ÷ 2 ＝ より，

ＱＲ＝ ＝ m です。
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(3) ○イ ＝△ＰＤＡのとき･･

○ウ ＝△ＰＢＣ，○エ ＝△ＰＣＤ

で，面積が比のずつ増えると

すると，

△ＰＤＡの面積

＝△ＰＡＢの面積＋ 1，

△ＰＢＣの面積

＝△ＰＡＢの面積＋ 2。

よって，右上図で，△ＳＤＡ

の面積＝△ＴＢＣの面積＝△ＰＡＢの面積･･（ｱ)とすると，

左右の斜線部分の面積の比は 1：2 なので，ＰＳ：ＰＴ＝ 1：2。

つまり，ＰはＳＴを 1：2 に分ける点。･･(ｲ)

また，(ｱ)と，ＡＢ：ＡＤ＝ 2：1 より，ＡＭ：ＳＭ＝ 1：2，ＢＮ：ＮＴ＝ 1：2

となるので，長方形ＡＢＣＤの対角線の交点をＯとすると，

ＳはＯＡ上の点，ＴはＯＢ上の点となる。･･(ｳ)

直線ＳＴを上下に動かすと，

(ｲ)，(ｳ)より，ＡＢを 3 等分する点を左からＵ，Ｖとすると，

Ｐは線分ＯＵ上を動く。

また，○イ ＝△ＰＢＣのとき･･

上と同様に考えると，Ｐは線分ＯＶ上を動く。ただし，Ｐは三角形ＰＡＢが

できる条件から，Ｕ，Ｖとは一致せず，また，4 つの三角形の面積が異なることか

らＯとも一致しない。

以上の結果から，点Ｐの位置は

右図の線分ＯＵと線分ＯＶで，

線分の両端は含まない。
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